
電子メールや掲示板を活用

インターネット電話（リアルタイムアプリケ

ーション）の制作をテーマに98年9月にスター

トした講座「情報処理IIn」が、実際のプログ

ラム制作に入りました。慶應義塾大学湘南藤

沢キャンパス（SFC）内のネットワークと電話網

を利用してネットワークアプリケーションを作

るという課題が出されており、学生は5～6人

一組でグループを作り、一生懸命取り組んで

います。98年最後の授業では各グループが開

発のポイントや進歩状況を発表しました。その

発表の模様もリアルビデオで公開されています。

各メンバーはそれぞれの得意分野を分担して

プログラミングにあたっています。途中に大学

の冬期休暇がはさまったのですが、その間にも

開発は続けられました。電子メールやWWW掲

示板などを利用して連絡を取り合い、ディスカ

ッションを続けていたのです。こうして1月末

にはミニプロジェクトの研究成果が発表される

ことになっています。

今後は外部との連携も

今回のミニプロジェクト学習の参加者はSFC

の学生だけになりました。今後SOIプロジェク

トの受講者が増えていけば、それに合わせても

っと幅広い意見が集まるでしょう。また先の例

のように電子メールや掲示板、ネットワーク会

議アプリケーションなどのさまざまなインター

ネット上のツールを活用していけば、世界のど

こにいても共同作業ができるのではないでしょ

うか。

現状では「まず様子を見てみよう」という聴

講の受講者が多いかもしれません。しかしイン

ターネットをもっと活用すれば、大学のキャン

パスに通う学生と同じようにプロジェクトに参

加することができるのです。そのためには快適

な回線容量や環境の確保といったことも重要

になってくるのかもしれません。

SOIプロジェクトは「スクール・オブ・イン

ターネット」つまりインターネット学科を作る

ために、さまざまな技術や環境整備の研究を続

けていく予定です。

インターネットを使った
コラボレーションが活きる
授業

研究成果の発表もリアルビデオで公開される

S O IS O I
月刊
スクール･オブ･インターネット

✴ ✴

WIDE大学 スクール・オブ・インターネットは
「インターネット上の大学」です。
このコーナーでは毎月SOIプロジェクトの
トピックスをご紹介していきます。

http://www.sfc.wide.ad.jp/soi/

最・終・回

インターネットを使った
コラボレーションが活きる
授業

l a s t

掲示板などを活用して共同研究が進められている

296 INTERNET magazine 1999/3 インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 1999/3 297

Q ：SOIプロジェクト開始から1年半ですが、

98年度はどんな収穫がありましたか。

大川：多くの受講者からコメントをいただき、

これからの方向性が見えてきたこと、そ

してSOIのメソッドによる受講が有効で

あるのがわかってきたことですね。今年

度は特に社会人の参加が多かったのです

が、こうした機会に対するニーズが高い

ことを実感しました。単位や受講証明の

発行など、何らかの資格に結びついた形

を希望する受講生が多いこともわかりま

した。そこで、まず2～3月には電子認証

を使った学生証や教員証の発行と、それ

を基にしたセキュアーなコミュニケーショ

ン手段を提供する予定です。

また、すでに専門として仕事について

いる方からかなりつっこんだ質問がくる

など、さまざまなレベルの人が利用してい

ることがわかってきたので、99年度には

受講者のレベルにあったナビゲーション

ができるような仕組みを検討しています。

Q ：情報技術系以外の授業を望む声も増え

ているようですね。

大川：99年度は複数の大学にSOIサイトを設置

する計画があります。それにともなって、

各大学の得意とする分野で授業を公開

して交換できるように検討中です。また

技術系以外の授業も収録公開できるよ

うに、ホワイトボードやスライドを使う授

業などにも対応する準備を始めました。

Q ：ウェブを活用した「インターネットを使

った教育」に焦点を当てたプログラムを

開始した大学や企業が増えてきました。

こうした動きについてどうお考えですか。

大川：インターネット上で学ぶ機会が増えるこ

とは、大変すばらしい動きだと思います。

今後はそれらが相互に協調できるような

基盤を考えていきたいと思っています。

Q ：98年はIEEE1394によるインターネット生

中継などに挑戦しましたが、99年度も新

しいことにチャレンジされるのでしょうか。

大川：アーカイブ系と並行して、高速ネットワ

ークを利用してリアルタイムに受講する

実験も進めていきたいと思っています。

特にアーカイブによる授業を前提とした

場合に、リアルタイムに受講する授業の

価値を分析し、それを十分にインターネ

ット上でも享受できるような環境とは何

かを追及していきたいです。

WIDEプロジェクト ボードメンバー SOIプロジェクト リーダー

大川 恵子さん

SOIは受講者を募集しています！
98年7月号からスタートしたこの「SOI通

信」も、今回が最終回になりました。しか

しSOIプロジェクトには終わりはありません。

98年度の講座は終了しますが、99年度もま

た新しい大学の新しい講座が加わってます

ます充実していく予定です。

SOIの受講に必要なものは、インターネ

ットが利用できる環境と、「学びたい」とい

う意欲だけ。現在のところ、SOIのホームペ

ージで入学手続きを行うだけで、すべての講

座を無料で受講できます。つまり、自分の

好きな時間に、好きなところで勉強できる

のです。

授業以外にもインターネットの第一人者

の講師による特別講演などが数多く開催さ

れており、さらにインターネットへの理解を深

めたいと考えている人の役にも立つでしょ

う。

SOIではいつでも受講生を募集していま

す。ぜひあなたも参加してください！

入学手続きや履修登録などの詳細については、SOIプロジェクトのサイトをご覧ください！

jhttp://www.sfc.wide.ad.jp/soi/

1つの授業を世界中で共有することが大切

大川恵子さん
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